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Snapshotコピーからファイルをリストア

NFSまたはSMBクライアント上のSnapshotコピーからファイ
ルをリストアする

NFSクライアントまたはSMBクライアントのユーザは、ストレージシステム管理者の手
を借りなくても、Snapshotコピーからファイルを直接リストアできます。

ファイルシステム内のすべてのディレクトリには、NFSユーザとSMBユーザがアクセスできるという名前の
サブディレクトリが含まれてい `.snapshot`ます。 `.snapshot`サブディレクトリには、ボリュームのSnapshot

コピーに対応するサブディレクトリが含まれています。

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

各サブディレクトリには、Snapshotコピーによって参照されるファイルが含まれています。ユーザが誤って
ファイルを削除または上書きした場合、Snapshotサブディレクトリから読み書き可能ディレクトリにファイ
ルをコピーすることで、読み書き可能な親ディレクトリにファイルをリストアできます。

$ ls my.txt

ls: my.txt: No such file or directory

$ ls .snapshot

daily.2017-05-14_0013/              hourly.2017-05-15_1106/

daily.2017-05-15_0012/              hourly.2017-05-15_1206/

hourly.2017-05-15_1006/             hourly.2017-05-15_1306/

$ ls .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt

my.txt

$ cp .snapshot/hourly.2017-05-15_1306/my.txt .

$ ls my.txt

my.txt

SnapshotコピーディレクトリへのNFSおよびSMBクライアン
トアクセスの有効化と無効化

コマンドのCLIオプションを使用してSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効

または無効にできます。ONTAP 9.10.1以降では、ONTAP -snapdir-access volume

modify Managerを使用してクライアントシステムからボリューム上のSnapshotコピー
ディレクトリへのアクセスを有効または無効にできます。アクセスを有効にすると、ク
ライアントからSnapshotコピーディレクトリが認識され、Windowsクライアントか
らSnapshotコピーディレクトリにドライブをマッピングして、その内容を表示してアク
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セスできるようになります。その後、NFSクライアントとSMBクライアントは、Snapsh

otからファイルまたはLUNをリストアできます。

ボリュームのSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効または無効にするには、ボリュームの設定を
編集するか、ボリュームの共有設定を編集します。

ボリュームを編集してSnapshotコピーディレクトリへのクライアントアクセスを有効ま
たは無効にする

手順

クライアントのSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効または無効にするには、ONTAP System

ManagerまたはONTAP CLIを使用します。デフォルトでは、ボリューム上のSnapshotコピーディレクトリに
クライアントがアクセスできます。
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System Manager

1. [ストレージ]>[ボリューム]*をクリックします。

2. 表示または非表示にするSnapshotコピーディレクトリを含むボリュームを選択します。

3. をクリック  し、*[編集]*を選択します。

4. 「 * Snapshot Copies （ Local ） Settings * 」セクションで、「 * Show the Snapshot copies

directory to clients * 」を選択または選択解除します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

CLI

1. Snapshotディレクトリのアクセスステータスを確認します。

volume show -vserver <SVM_name> -volume <vol_name> -fields snapdir-

access

例：

clus1::> volume show -vserver vs0 -volume vol1 -fields snapdir-

access

vserver volume snapdir-access

------- ------ --------------

vs0     vol1   false

2. Snapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効または無効にします。

volume modify -vserver <SVM_name> -volume <vol_name> -snapdir-access

<true|false>

次の例は、vol1でSnapshotコピーディレクトリへのアクセスを有効にします。

clus1::> volume modify -vserver vs0 -volume vol1 -snapdir-access

true

Volume modify successful on volume vol1 of Vserver vs0.

共有の編集によるSnapshotコピーディレクトリへのクライアントアクセスの有効化また
は無効化

デフォルトでは、ボリューム上のSnapshotコピーディレクトリにクライアントがアクセスできます。

手順
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1. [ * ストレージ ] 、 [ 共有 ] の順にクリックします。

2. 表示または非表示にするSnapshotコピーディレクトリを含むボリュームを選択します。

3. をクリック  し、*[編集]*を選択します。

4. 「 * 共有プロパティ * 」セクションで、「 * クライアントによる Snapshot コピー・ディレクトリへのア
クセスを許可する」を選択または選択解除します。

5. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

Snapshotコピーから単一ファイルをリストアする

コマンドを使用すると、Snapshotコピーから単一ファイルまたはLUNをリストアできま

す volume snapshot restore-file。既存のファイルを置き換えない場合は、読み
書き可能な親ボリュームの別の場所にファイルをリストアできます。

タスクの内容

既存のLUNをリストアする場合は、LUNクローンが作成され、Snapshotコピーの形式でバックアップされま
す。リストア処理中に、LUNに対する読み取りと書き込みを実行できます。

デフォルトでは、ストリームを含むファイルがリストアされます。

手順

1. ボリューム内のSnapshotコピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーを示してい `vol1`ます。

clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1     vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshotコピーからファイルをリストアします。

volume snapshot restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot snapshot
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-path file_path -restore-path destination_path

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、ファイルをリストアし `myfile.txt`ます。

cluster1::> volume snapshot restore-file -vserver vs0 -volume vol1

-snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt

Snapshotコピーからファイルの一部をリストアする

コマンドを使用すると、一定範囲のデータをSnapshotコピーからLUNまたはNFS / SMB

コンテナファイルにリストアできます volume snapshot partial-restore-

file。ただし、データの開始バイトオフセットとバイト数がわかっている必要がありま
す。このコマンドは、同じLUNに複数のデータベースが格納されているホスト上のいず
れかのデータベースをリストアする場合に使用します。

ONTAP 9 12.1以降では、を使用するボリュームに対して部分リストアを使用できSnapMirrorアクティブ同期
ます。

手順

1. ボリューム内のSnapshotコピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver SVM -volume volume

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、のSnapshotコピーを示してい `vol1`ます。

clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1     vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshotコピーからファイルの一部をリストアします。
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volume snapshot partial-restore-file -vserver SVM -volume volume -snapshot

snapshot -path file_path -start-byte starting_byte -byte-count byte_count

開始バイトオフセットとバイト数は 4 、 096 の倍数でなければなりません。

次に、ファイルの最初の4、096バイトをリストアする例を示し `myfile.txt`ます。

cluster1::> volume snapshot partial-restore-file -vserver vs0 -volume

vol1 -snapshot daily.2013-01-25_0010 -path /myfile.txt -start-byte 0

-byte-count 4096

Snapshotコピーからボリュームの内容をリストアする

Snapshotコピーからリストアすることで、ボリュームを過去のある時点の状態にリカバ
リできます。System Managerまたは `volume snapshot restore`コマンドを使用し
て、Snapshotコピーからボリュームの内容をリストアできます。

タスクの内容

ボリュームにSnapMirror関係がある場合は、Snapshotコピーからリストアしたあとすぐに、ボリュームのす
べてのミラーコピーを手動でレプリケートします。ミラーコピーを使用しないと、ミラーコピーを使用できな
くなり、削除および再作成が必要になる可能性があります。

手順

以前のSnapshotコピーからリストアするには、System ManagerまたはONTAP CLIを使用します。
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System Manager

1. [ストレージ]*をクリックし、ボリュームを選択します。

2. で、リストアするSnapshotコピーの横にある*をクリックし  、[リストア]*を選択します。

CLI

1. ボリューム内のSnapshotコピーの一覧を表示します。

volume snapshot show -vserver <SVM> -volume <volume>

次の例は、のSnapshotコピーを示してい `vol1`ます。

clus1::> volume snapshot show -vserver vs1 -volume vol1

Vserver Volume Snapshot                State    Size  Total% Used%

------- ------ ---------- ----------- ------   -----  ------ -----

vs1     vol1   hourly.2013-01-25_0005  valid   224KB     0%    0%

               daily.2013-01-25_0010   valid   92KB      0%    0%

               hourly.2013-01-25_0105  valid   228KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0205  valid   236KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0305  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0405  valid   244KB     0%    0%

               hourly.2013-01-25_0505  valid   244KB     0%    0%

7 entries were displayed.

2. Snapshotコピーからボリュームの内容をリストアします。

volume snapshot restore -vserver <SVM> -volume <volume> -snapshot

<snapshot>

次の例は、の内容をリストアし `vol1`ます。

cluster1::> volume snapshot restore -vserver vs0 -volume vol1

-snapshot daily.2013-01-25_0010
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